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研究（実用化）開発のポイント・先進性現状・背景

研究（実用化）開発の目標

　弊社が拠点を構える南相馬市で
はドローンをはじめとする新産業
の振興とロボット開発の実証拠点

「福島ロボットテストフィールド」
の整備が進んでおります。
　弊社は、同フィールドを活用し

た試みも進める方針です。最先端の技術・知見の
集積、発信拠点として地域復興に努めていきます。

FPV Robotics 株式会社
代表取締役
駒形政樹

①打音システム設計 
　打音適用技術の検討
　現地フィールドでの検証
　打撃部形状の検討
　音声収集部搭載方法検討
　打音試作装置の開発

②飛行制御システム設計 
　シチュエーション別最適制御の検討
　飛行制御設計

③機体設計

④ H30 年度事業実施内容検証 
　商品化に向けた開発技術項目検討
　実用化に向けた妥当性検証

　ドローンを活用したメンテナンス市場で
は、日本の純国産メーカーは数少ない現
状にあり、本プロジェクトにより、我が国
の産業大型ドローンメーカーの海外進出に
とって強力な武器になりえると考えます。
　また、本プロジェクトは、調査作業効率
化、安全性向上を目的としていますが、こ
れを実現する上で、人為的な一連の行動
をすべて代替する信頼性の高い要素技術
の開発が必要です。開発した技術は、次世
代メンテナンス測量への幅広い展開を行う
ことで、ドローン産業の活性化、国際競争
力の強化につながると考えます。

　従来の、人による判定を音響解析により自動判定す
るための技術の確立と商品化開発を実施します。これ
により、特殊車輌・足場費の削減、道路規制の低減を
図り、かつ従来点検データの活用や、変状の自動検出、
点検データの自動化、周辺環境モニタリング自動化
にも活用していきます。平成 31 年度は検討・検証・
商品化・具体化までを想定しています。
■売上目標
2019 年 1,000 万円　ドローン + システム一式（500 万円 ×2）
2020 年 5,000 万円　ドローン + システム一式（500 万円 ×10）
2021 年 1 億円　ドローン + システム一式（500 万円 ×20）
■採用
2018 年 1 名雇用　2019 年 2 名雇用　2020 年 5 名雇用

　橋梁の他、ダム、鉄塔など高度成長時代に建設され
たインフラの老朽化のため、早急に点検をする必要に
迫られています。しかしながら現状の点検では、特殊
車両・足場使用のコスト、安全対策、点検者技能に依
存、技術者不足など多くの課題を抱えており、そのた
め、インフラ点検の効率化が求められています。

　研究開発項目としては、ドローンを活用した点検自動化のため
の移動機構、近接目視・打音検査の点検機構、音響及び画像解析
による変状検出システム開発、ドローンを活用した周辺環境モニ
タリング自動化システムです。既製品に搭載されたカメラ機能に
加え、データ送信の機能や打音検査の機能を搭載し、より簡単に、
効率的にインフラ点検が可能なシステムを構築します。人による
判定から、音響解析による自動判定が可能なレベルまでを目標と
し、当該システムを開発していきます。

ドローンを活用したメンテナンスシステムの実用化開発

実施期間 :2018 年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所 : 南相馬市

　近年、社会的な課題になっている少子高齢化による労働者人口の減少により、インフラ点検における人員減に
も影響が及んでいます。しかしながら、現在使用されているインフラも老朽化が進んでおり、迅速な点検を必要
とされています。この課題を、ドローンを活用したメンテナンスシステムで解決するべく、システムの実用化を
目指して研究しています。
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橋梁コンクリート面の打音検査イメージ
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①  2 年次のテストフライトのために、福
島ロボットテストフィールドを使う
ことにより、福島県のロボット産業
に貢献できます。

②  2 年次のテストフライトのために、
高高度用テストフライトのためのド
ローン型ロボットを 30 機製作するこ
とにより、雇用及び商業効果が発生
します。

③ 研究 ( 実用化 ) 開発の目標についてに
も記述しましたように、マーケットに
打って出ますので、経済効果（ドロー
ンの機体製作・機体販売・システム販
売など）が見込まれます。

　1年次の最終実証並びに報告は 3 月に入
りますので、途中成果のみの発表となります。
① 提出計画書通り、ハード開発として、

高高度飛行ドローン単機において対
地 高 度 目 標 1,500m を は る か 上 の
2,000m を越えることができました。

② 提出計画書通り、ハード開発として、
低高度対地高さ 90m を 27 機を、隊
列飛行させることができました。

③ 提出計画書通り、ソフト開発として、
上記②のための飛行制御システムと空
間情報を個別に収集できる通信システ
ムが確立できました。

① 平成31年1月22日福島ロボットテストフィー
ルド仮設研修施設において、第 1 回ドローン活
用検討会で当フィールドで飛行実験された「ド
ローン目視外飛行に対する取り組みと今回試験
の意義について（JUIDA、JUAV、JUTM の 3
団体個々に）」報告がありました。１日も早く
法的に許可するための性能・安全基準を整備す
ることは大きな発展につながるはずです。

② ロボット産業に関する規制はあらゆる点で厳しい
です。確かに人命第一の安全は最優先されなけれ
ばなりません。しかし、産業の発展のために特区
制などを設けて推進できるようにお願いします。

㈱ e ロボティ
クス福島

代表取締役
山城雅昭
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開発担当者
（工務部長）

山岸和彦

㈱東日本計算
センター　

開発担当者
（執行役員）

中野修三

　まずは、2 年次（平成 31 年度）の「高高度
対地高度 2,000m でソフト開発を行い、27 機
隊列飛行テスト 3 段 3 列奥行きも」を成功させ、
実証に持ち込みます。
　1 年次の実証から得られた成果によって、い
よいよ市場に打って出ます。マーケットリスト
に大学、官公庁、団体、民間事業者が 40 者あり、
既に 10 者と打合せを進めております。

　ドローン型ロボットにより収集した様々な三次元メソスケール空間
情報データの解析により、以下の効果が期待できます。

【期待できる効果（例）】
■ 気象情報の取得
　⇒メソスケールで発生する異常気象の数値予測モデルの精度向上
　⇒竜巻、局地的集中豪雨、台風などの発生機構解明、予測精度向上
■電磁波情報の取得⇒携帯電話等の電波情報への応用
■放射線測定
■ PM2.5 測定
■ 火山噴火や化学工場の爆発事故、テロなどによる有害ガス、粉塵な

ど発生時の拡散挙動分布情報の取得
■ その他

　気象では、集中豪雨など災害対策のためのメ
ソスケール気象の数値予報モデル精度向上に用
いられます。現在は人工衛星や GPS ゾンデ等
で収集されているが、GPS ゾンデは風になが
されながら専用周波数帯で観測を行うため、観
測位置は制御できません。また、GPS ゾンデ
は回収率が低いため使い捨てです。

高高度隊列飛行による三次元メソスケール空間情報収集
ドローン型ロボットの開発

実施期間：2018年度～ 2019 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市

　メソスケールの大気情報は、様々な分野での応用が期待されるが、効率的な取得方法は確立されていません。
ドローン型ロボットに、気象センサや各種測定器（ガス・粉塵・放射線・電磁波等）を搭載して、ドローン型ロボッ
トを隊列飛行させることにより、従来はデータ取得が困難であった様々な三次元メソスケール空間情報（水平ス
ケール 2,000m×高度最大 2,000m）をリアルタイムに収集します。
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